
















研究目的 

遺伝相談がカウンセラーとクライアントとの面接による対話過程によって行なわれるもの

である以上,充分にその効果をあげるにはケース,ケースで如何に適切な対話がなされたか

ということにかかっているのは当然の事である。クライアントの意志の決定に及ぼす要因

は,単に科学的知識のみではなく,カウンセラーの人柄,態度,人生観,倫理観など多くの要

因が考えられる｡一方,クライアントの側でもそれぞれのもつ科学的知識,理解能力,家族的

,社会的背景,更には思想,哲学,宗教そして心理的側面も様々である｡これらの要因につい

て個々に解析することは極めて困難であり,不可能ともいえよう。 

しかしながら,遺伝相談が適切な効果をあげ得たか否かを知ることは,カウンセラーにとっ

ては自らの行なった遺伝相談のあり方,方法を検討し反省する材料ともなり,ひいては遺伝

相談の質的水準の向上につながることとなる。真に遺伝相談の効果を判定するには長い年

月が必要となり,個々のカウンセラーにとっては,遺伝相談の場への還元は望み得ないこと

である｡ 

これらの見地から,われわれは遺伝相談の前後でのクライアントの心理状態の変化を何ら

かの方法で把握できるならば,カウンセラーにとっては自己の遺伝相談の評価および相談

技術向上の一助となり得るのではないかと考え,本研究を行なっている｡ 

クライアントが遺伝相談を求めるに至る過程には,複雑な心理的あるいは情緒的な情況に

あることは充分考えられ,クライアントの多くは長期間にわたってその問題に悩んでおり,

強い不安感をもち,あるいは心理的に抑圧された状態にあると考えられてきた｡ 

そこでわれわれは各種の心理テストを検討した結果,遺伝相談の場で使用するには最も適

当と考えられた Jaylor による Manifest AnxietyScale 法(以下 MAS 法と略す)を用いて,遺

伝相談前後のクライアントの不安の程度を測定検討しているが,今回はその一部を予報と

してここに報告する｡ 


